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私
は
セ
ネ
ガ
ル
出
身
の
サ
ア

ー
ル

モ
ハ
マ
ド

ム
ス
タ
フ
ァ

で
す
。

セ
ネ
ガ
ル
は
ア
フ
リ
カ
の
西

に
あ
り
、
大
西
洋
に
面
し
て
い

ま
す
。
農
業
、
漁
業
、
観
光
業
、

鉱
山
業
が
盛
ん
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
は
セ
ネ
ガ
ル
相
撲
や
サ
ッ
カ

ー
が
有
名
で
す
。

　

私
は
、
２
０

１
６
年
の
８
月

に
日
本
に
来
ま

し
た
が
、
高
知

へ
は
去
年
の
春

来
ま
し
た
。
今

は
、
香
美
市
の

大
学
の
寮
に
住

ん
で
い
ま
す
。

私
は
京
都
に
２

年
半
住
ん
で
い

た
の
で
、
高
知

に
来
た
と
き
は
、

京
都
と
の
違
い

に
驚
き
ま
し
た
。

サ
ア
ー
ル
・
モ
ハ
マ
ド
・
ム
ス

タ
フ
ァ  

セ
ネ
ガ
ル
／
ダ
カ
ー
ル

し
か
し
、
私
は
香
美
市
の
自
然

が
好
き
で
す
。
特
に
、
山
々
と

静
か
な
環
境
が
気
に
入
っ
て
い

ま
す
。
高
知
の
気
候
も
寒
す
ぎ

な
い
の
で
好
き
で
す
。
香
美
市

に
は
あ
ま
り
多
く
の
外
国
人
が

い
ま
せ
ん
が
、
私
は
こ
こ
で
た

く
さ
ん
の
素
敵
な
日
本
人
に
出

会
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
桂

浜
、
桂
浜
水
族
館
、
植
物
園
、

高
知
城
、
日
ノ
御
子
河
川
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
訪
れ
ま
し

た
。
ど
こ
も
と
て
も
美
し
か
っ

た
で
す
。

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
り“

Jë
rë

g
e
e
n
 

jë
f”

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　山田大中臣元義は土佐戦国時代末期、山田郷・

韮生郷・柀山郷・香我美郷の一部にも勢力を及ぼ

す土佐大豪族の当主(荘園主)であった。各地で領

地を争い、親兄弟相克、下克上などで一般庶民は、

生産活動と兵役、戦火にも苦しんでいた。

　楠目の元義は、野市の香曽我部家と親族であり、

嶺北本山家とは姻戚、岡豊の長宗我部家から妻を

迎え、有能家臣に支えられていたようだが、家臣

の諫言に耳を貸さず、西内常陸や山田監物に蟄居

させ、西峯西念には切腹を命じたと伝承されてい

る。

　当時は、京大坂の文化が浦戸湊を通じて入って

いたようで、元義は「麻呂は、武芸は嫌いじゃ」

と猿楽、茶の湯、蹴鞠、花見、川遊びなど花鳥風

月をめでる毎日であった。

山田丹波守は、七人守護の内にて香美郡山

田に在城なり。此人能を好いて朝夕猿楽を呼

びて興行し、あるいは月見花見河漁といいて、

民百姓を叩き縛って遊ぶ虚人なり（香曽我部

氏記録）

山田治部少輔大中臣元義という人は、山田

郷二千貫の領主、楠目に在城す。数十代此地

を領しければ、門葉恩顧の者共、領内に充満

す。其家臣には、賀茂の城主西内常陸は細川氏

なり。談議所の城主山田監物、其他奥宮、傍

士、川久保、加藤、北村、江本とて、仁義勇

智の輩これを守護す。元義栄耀の余りに、猿

楽を集め能を好む事甚し。およそ善となく悪

となく上に倣う下なれば、家中の諸士乱舞遊

興に長じ、月に酔い花に狂し、武の道しばら

く廃りけり（土佐物語）

第１９回  ９回  山田大中臣元義山田大中臣元義

そうこく

けんもつ

なら

やから えいよう

すた

うつけびと

かんげん

けまり

ちっ

みなと

かねじょ

きょ

かねじょ

　この事により、天文年間(１５４３~５１)に、長

宗我部国親に攻められて追放された。長宗我部氏

が県央部に勢力を拡大する初期であった。しかし、

追放された以降も、山田高通や教通の名が知られ

るので、長宗我部兼序の妹が産んだ子が、山田氏

を存続させたようである。

 この一連の争乱は、統括者の道に大きな教訓を

遺し伝えているように思われる。

参考「土佐物語」著者不明より

（香美市文化財保護審議会・岡村）

　この事により、天文年間(１５４３~５１)に、長

宗我部国親に攻められて追放された。長宗我部氏

が県央部に勢力を拡大する初期であった。しかし、

追放された以降も、山田高通や教通の名が知られ

るので、長宗我部兼序の妹が産んだ子が、山田氏

を存続させたようである。

 この一連の争乱は、統括者の道に大きな教訓を

遺し伝えているように思われる。

参考「土佐物語」著者不明より

（香美市文化財保護審議会・岡村）
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　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

め んち
ゃ
ん

　今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

申し込みは誕生月の前月１日まで 。

　  総務課 ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

※当選者は誌面で発表します。

かりかり桃子６個かりかり桃子６個

香北町の香北町の

ハガキまたはEメールで①クイズ解答②住所③

氏名④昼間連絡がとれる電話番号⑤誌面の感想

を記入の上、応募してください。応募は１人１通。

■応募締切 ６月３０日（火）必着

■あて先　　〒７８２－８５０１（住所記載不要)

　香美市広報委員会事務局かみかみクイズ係

【問い合わせ先】総務課　☎５３－３１１２

Ａ．歯を失う原因の３７％は●●●といわれ、全

　　身に悪い影響を起こすことが分かっています。

Ｂ．新型コロナウイルス感染防止のため、密集・

　　密接・密閉の『●密』を避けましょう。

全問正解者の中から全問正解者の中から
抽選で合計３名様に贈呈！抽選で合計３名様に贈呈！
全問正解者の中から
抽選で合計３名様に贈呈！

今月の賞品

応
募
方
法　

E

第１２０回当選者　高瀬宏さん・大和洋児さん

（応募総数４４通）

第１２１回の解答 A．ボランティア　B．禁煙

問題の●●に当てはまる言葉は？

解答は、今月号の誌面に ！

第第 １ ２２２２回回　かみかみクイズクイズ　第１ ２２回 かみかみクイズ

かりかり桃子６個桃かりかり桃子６個桃かりかり桃子６個
③

想

通。

問題の●●に

解答は、今月号の誌面

に当てはまる言葉は？

号の誌面に ！

や
な
せ
た
か
し

Ｃか
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

広　

告

や
な
せ
た
か
し

Ｃゆ
ず
ぼ
う
や

ご応募をおまち

しています

◆
４
月
号
の
感
想

（
第
120
回
か
み
か
み
ク
イ
ズ
応
募
か
ら
）

１
月
の
終
わ
り
に
香
美
市
に
移

住
し
て
き
ま
し
た
。

　

子
育
て
に
、
自
分
の
活
動
範

囲
を
広
げ
る
た
め
に
、
地
域
の

話
題
を
得
た
い
と
楽
し
み
に
読

ん
で
い
ま
す
。

　

秦
山
公
園
や
美
術
館
を
広
報

紙
で
知
り
、
子
ど
も
達
と
訪
れ

て
、
何
回
も
リ
ピ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

　

景
色
の
良
さ
や
人
の
良
さ
に
、

香
美
市
に
引
っ
越
し
て
き
て
よ

か
っ
た
な
ぁ
と
、
家
族
で
話
し

て
い
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

新
し
く
子
育
て
世
帯
の
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金
が
で
き
て
す
ご
く

う
れ
し
い
で
す
。
数
年
内
に
は

補
助
金
に
助
け
て
も
ら
っ
て
、

リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
い
な
～

　　
(山田高校マンガ部)

２２Kami
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